
◇ 中学校実践に対する参加者の声 

・共感（付け足し）、違和感（質問）、創造（新た

な考え）という視点を示すことで、より活発な

交流につながると感じました。 

・教材から離れ、自己や日常生活に結び付けて思

考を深める工夫を実践していきたいです。 

 

 
◇ 授業実践全体に係る参加者の声 

・自分自身との関わりで道徳的価値について考えを深めるための発問の工夫など、道徳科の特質を生か

した授業のつくり方について実践事例を通して理解できました。 

・ICT を活用して互いの意見を他者参照することと、対面で話し合い考えを深めていくことの双方の重

要性を確認する機会となりました。 

 

 

◇ 道徳教育推進教師に係る参加者からの声 

・道徳教育推進教師としての役割を再確認し、組織的に推進する必要性を感じました。評価方法の改善

や校内研修の充実、相談体制の確立などを検討していきたいです。 

・道徳科の年間指導計画の改善や研修の還流、地域への授業公開などについて、学校や生徒の実態に合

わせて計画していくことが重要であると感じました。 

 

 
 ・小・中学校の教員が同じグループで意見を交わすことができ、新たな視点から授業づくりを考える契

機となりました。様々な実践例を自身の授業実践や学校全体の授業改善に還元していきます。 

 ・協議を通して自校の課題解決に向けた見通しをもつことができました。授業者の力量に左右されない

よう、校内で共通理解を図り、組織的な授業改善を進める必要性を感じました。 

 

  

 

 

◆ 道徳の授業実践に係る説明・協議  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 道徳教育推進教師に係る説明・協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 協議会全体に係る参加者からの声 

 

 

 

◇ 小学校実践に対する参加者の声 

・二項対立的な発問によって、自分の立場を明確

にすることで、児童が思考を深められると思い

ました。 

・問い返しが、道徳的価値を深める有効な手立て

だと学んだので、今後に生かしたいです。 

令和７年度（2025年度）管内道徳教育パワーアップ研究協議会 
令和７年（2025年）12月３日（水）実施 

北海道教育庁後志教育局教育支援課学校教育指導班 

【説明１】中学校実践  

・授 業 者 代永 駆 教諭（黒松内町立黒松内中学校）  

・主 題 名 「みんなが幸せになるためには」 

・内容項目 Ｂ-11 相互理解、寛容 

【説明２】小学校実践  

・授 業 者 奥村 崇人 教諭（真狩村立真狩小学校）  

・主 題 名 「みんなで協力し合う」 

・内容項目 Ｃ-16 よりよい学校生活、集団生活の充実 

【説明・協議】道徳教育推進教師の役割 

道徳教育推進教師の役割について確認し、「課題解決に向けた道徳教育推進教師としての取組」を協議題

として、小・中学校の教員が同一のグループで協議を行いました。 

 

【協議】道徳科の特質を生かした学習指導 

２つの実践、２人の授業者による講話を基に「自己の（人間としての）生き方についての考えを深める

授業づくり」を協議題とし、小・中学校の教員が同一のグループで協議を行いました。 

管内道徳教育推進チームによる公開授業の参観及び説明、協議等を通して、よりよく生きるための基盤

となる道徳性の育成に向けた道徳科の特質を踏まえた指導方法や評価方法の工夫・改善についての理解を

深め、実践につなげることを目的とし、小・中学校の道徳教育推進教師等を対象に、令和７年度（2025 年

度）管内道徳教育パワーアップ研究協議会を開催しました。 


